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L・・616m・nts　san・αit・en　vi・ux－javan・i・
Osamu　Sakiyama
　Le　v玉eux－javana至s　s’apPelle　aussi　le　kawi，　parce　qu’il　contient　taRt　de磁o£s　sanscrits　qu’on
1’aconsid6r6　com拠e　une　des　langues　vulgaires　qui◎nt　d6riv6　du　sa篇scrit　ou　du　pali　jusqu’a疑
moment　oむW．　von　Humboldt　a　eu　d6montr6　que　le　kaw三est　uae　langue　q疑i敏panie
des　langues　malayo－poly麗s三ennes．　Cette　appellation‘‘kawi，，　qul　a　6t6　donn6e　pour　la　langue
v三eux－javanaise　a　naturellement　soR　origine　dans　le　エnot　sanscr呈t‘‘kavi－”　（poさte）　et　depu三s
lors　ce　mot　lh　avait　caus6　un　malentendu　chez　beaucoup　de　savants．
　　Cet　article　a　pour　objet　d’abord　de　montrer　les　mots　emprunt6s　du　sanscrit　en　kaw三（pau．
teur　empi◎三e　Adiparwa，　Mahabh議rata王エe　comme　mat6riaux）；quoique　le　caractさre　du　kawi
provienne　de　celui　du　pallava　sud一玉ndien，　le3　mots　emprunt6s葺e　sont　pas　du　pali　tel　qu’on
les　vQ宝t　dans　les　langues　birmane，　siamQise　etc．．　En　outre　de　cet　empr臓t　lexique，　il　est　plus
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
三mportant　au　point　de　vue　styl圭stique　que　le　kawi　intro（iuit　ti　son　noyau　linguistique　les　fQエ・
mes　grammaticaux．　ou‘‘les　outils　grammaticaux”d級sanscr量t　ainsi　qu’量1　suit：1．　Sandhi．　Ex・
cept6　－n十k－〉～ngk－，　la　plupart　du　sandhi　h　1’6gard　de　Ia　voyelle　en　kawi　suit　celui　du　saR－
scrit．2．　Affixe。　upap三ra（＜upa（Sk．）つira（Kw。　comb三en））‘‘payer”，　pracacah（〈pra（Sk．）－ca－
cah　（Kw．　piさce））・・diriger　vcrs・・etc．　Il　y　a　quelques　exemples　qui　appliq疑e且t　des　affixes
sanscr髭s　pour　des　lexiques（蓬u　kawi，　mais　en　comparaison　des　lexiques　sanscrits　avec　ses
affixes　qui　ont　6t6　directement　emprunt6s　en　kawi，　ils　ne　so澄t　pas　s三nombreux．3．　F6m玉niser
le　nom　mascu｝in．　Bien　que　ce　ne　so三t　pas　u之lliz6　da籠s　le　lexique　du　kaw三，　voic三quelques
exemples；prlya‘‘amoureux，，：priya‘‘amoureuse，，，轡tra‘‘fils，，：putr三‘‘fille，，．4．　Conj◎nction，
Pr6Position　et　adverbe　emprunt6s．
　　De　plus，　par　suite　de　la　touche　du　kawi　au　sanscr呈t圭1　en　resulte　que　le　kawi　abuse　du
grammaire　sanscrit　ou　le・substitue　ti　Ia　maniとre　du　grammalre　d登kawi．　Par　exeraple，　on
confond　a－（Sk．　pr6fixe　n6gatif）avec　a－（Kw．　pr6fixe　verbal　et　adjectif，　d6riv6　de＊（m）a－da獄s
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les　langues　maiayo－polyn6s三ennes）ou　bien　sa－（Sk．　pr6fixe　avoc　Ie　sens　de　la　possess三〇n，　de
l’association　et　de　la　ressemblance）avec　sa－（Kw．　pr6fixe　des　num6撫x，　urn，　touち瞭！v6　de
＊一亡’a）。Par　COns6quent，　afin　de　diStingtter　Iequel　eSt　1’uSage　exaCt　il　C3t　impOSsib｝e　da1こS　la
plupart　des　cas　de　ne　pas　d6pendre　d’u亘conte．＝u　dans　chaque　phrase，　cependa鍛t　on　trouvera
漉鶏eia　phrase　qu’・n　peut三nterpr6乞er　de　deux　fag・獄s，
　　bhagawaユByasa　s三．ごa　pinaka阻a且99ala　sゆ，i・sa　ring　sabha“Ermite　Byasa　c・rame昌lrecteur
　　a　szaivi　lβ　loi　dans　cetこe　assembl6e，，　ou　‘‘Erm1te　Byasa　est　devenu　directeur　｝）o鷺r　渉oz4　te
　　lβ10ガdans　cette　assemb16e，，．
　　En瓶｝’auteur　iP．d圭q・ユe　c。mment　la・c・nfusi◎n　se　prGauit　da録s　un・rdr．e　des　mQ宅s　en　kawl
influenc6　par　le　sanscrit，　a　savoir，　qu。ique　l’・τdre　des　m・おf・ndamental．　en　sanscrit　d磁｝e
modiflcatif　se　pose　a・vant　ce　qui　est　modiξi6　soit　renvers6　e且　kawi　co狙me　il　est　commun
danS　leS　la貸gUeS　malay・－P・lyn6sienneS，　CeS　deUX・rdreS　dC・m・こS　Se　pr6Se且纈乞en　1・・awi
non　seulemenゆour　les　leXiques　du　sanscrit　mais　aussi　p・ur　ceux　du　kawi．
　　11se　peut　que　de　tel＄616ments　sanscr呈ts　j・ueユt　des　r61es　imp・rtant・P・u・δ繊e・au　kawi
la　forrne　d’expression　vivante　et　spiritueile，　mais　三1s　n’arrivent　pas　il　changer　里e　carac捷re
f・ndamental　du　k舗．王1　est・6vident　aussi　d妓f・lt　que　le　javanai・蜘de・ne　n’h6rite　p・int　de
pareiHes　formes　grammaticaux　（｛u　saロscrit3　b　Pexception　（1u　lexique．
　　1．カウィ語とは古代ジャワ語ともいわれ，現代ジャワ語の母胎となった書語である♂1・；その
最古の例はSumaεra島Pa王embang近くのKedukan　Bukitで得られた西麿683年の碑文に眠に現
われているが（2），南インド系のPailava文字が起源といわれるその文字もやがて発達してカウィ
文字となり，更に殆んど文字上の変形もなく場在のジャワ語，バリ語文字として使燈されるに至
っている。碑文の蒔代を過ぎると共に文学疇代が始まるが（この疇代にも碑文は多々存在するン，
夫々の残されたr隔の言語的特徴によってR護maya胆，　Mahabhara重aの二大文学を含む「古期」
（9～15燈紀，即ちMadjapahit王国の壊滅まで）と「中期」（15世紀のイスラム教の本格的進入
から18世紀末まで）に分け，それ以降を「新期」と大まかに区別するのが普通である。（3）さて683
年の碑文においてそこに憲：かれた言語はカウィ語であるにも拘らず，サンスクリット要素が数多
く認められる。インドネシアへ何時頃からインド人の渡来があったのかは詳らかではないが，紀
元一世紀にはインドの都帯形成法に倣った都事が存在していたこと，その王がサンスクリット名
を持っていたことなどから紀元初期には既にインド人の移住があったと考えられる。C4＞又，カゥ
．t文字がPa王1ava文字の系統であるとせられているにも拘らず，そのもたらされた欝』語はサンス
クリットであって他の菓南アジア諸国に仏教聖典と共に伝わったパーり語ではない。これはピン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、
ドゥー教を儒奉するインド東南部のPaliava王朝が紀元一世紀頃南海における植民地の一つとし
てジャワをも持っていたという史実に基くのであろう。⑤例えば先に掲げたKeδ醸醗B“kit碑文
の最初の部分を示して晃よう。
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gri　gakawar§atita　605，　ekadagi　guklapak婁a　wulan　Waigak海〈釈迦紀元は605年，即ちワイシ
ャカ期（現代の4～5月に相当）第11の半月になった〉この文の中でカウィ語本来の語彙はtita
〈経過する〉，wulan〈月〉のみで，・その他は凡てサンスクリット語彙にそのまま当り，（6）音韻
の平滑化現象を起したパーり語には：当らない（文中の語彙ではwar§a，　ekadagi，　gukiapak§a等
々，パーリ語ではvassa，　ekarasa，　sukkapakkaであるべき）。このことは後の文学時代の作品に
ついてもいえることであって，カウィ語におけるパーり語の疲跡は全く認められない。
　　　sayuta〈一万〉（L22）（7）〈サンスクリットayuta－；パーリdasa－sahassa（8）
　　　tr三bhuwana〈三界〉（IV．8）くtri－；昏
　　　cakra〈環〉（X．33）〈cakra－；cakka一
　等々も明らかにサンスクリットに対亦している。しかるにカウィ語の持つサンスクリット的特
徴はW．von　Humboldtがカウィ語をインドネシア語派に属する一言語であることを雷明するま
で，く9）彼以前の幾多の研究者をしてカウィ語をあたかもサンスクリット，パーり語と國系統の特
殊な詩約書語であるかの如く晃誤らせていたのであった。〈10）
　豆．Raffles．　etc．の研究者に誤解させたようにカウィ語の中のサンスクリットからの借胴語
は確かに多い。それはカウィ語の延長としての現代ジャワ語・インドネシア語についてもいえる
ことであって数え上げれば際限がないが，インドネシア語の臼常語彙，例えばsuka〈好む〉，
muka〈顔〉，　sama〈同じ〉，　ka£aぐ欝葉〉，　kerdja〈仕事〉等々，それがサンスクリットの
sukha－，　mukha－，　sama－，　katha－，　karya一が語源であることなど一般人には最早意識すらされて
いない。鋤又，現在，事に岱じて作られるスU　一一ガンの類は特に意識的にサンスクリットから引
かれることが多い。pantja　slla〈五原則〉，　dasa　warsa〈十周年記念〉，　swadesism〈霞給自足
主義〉等々。カウィ語巾のサンスクリット語彙は，現代，既に廃れたり，他の語によって置換え
られたりしたものも多い。現代ジャワ語で見ると，
カウ，f
adya＜・今㌧＞
hetu＜理由＞
90＜擁二＞
phala〈果物〉
サンスクリット
　〈adya－一一・
　＜hetu－→
　くgo－→
　く欝h滋a－→
Ngoko＜下級語＞
　　　saiki
　　　sabab
　　　sapi
　　　woh
Krama〈上級語〉
　：sapunika
；sabab（12）
　：lembu
　：woh
　又，カウィ語にも存在し，Ngoko，　Kramaのいずれかに残されてこの両語の使分けに役立たせ
ている場合もある。
カウ．f
gaja（h）＜象＞
toya＜，水＞
paksi〈鳥〉
サンスクリット
　くgaja－→
　くtoya－→
　くpaksi－→
Ngoko
gadjah
banju
manuk
Krama
：1iman
：t◎ja
：peksi
更に，現代ジャワ語でカウィ語から受継いだサンスクリット語彙を語中，語尾の音韻交代（Ng．
とKr．とを区朋する一つの一般的な方法）にまで押進めている例も存在する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99
　カウィ　　　　　サンスクリット　　　Ng◎ko　　　　　Krama
　guha，　giha〈濁穴〉〈guha－　→　　　　　　　　guha　　　　　　　　：giha（13）
　osa（ih三〈薬〉　　　　　　〈03我dh三一　→・　　　　　　　usa（la　　　　　　　　；usadi
　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　Carita〈物、語〉　　　　　　〈Carita一　ゆ　　　　　　　　　tjarita　　　　　　　　　：　tjariOS
　いずれにせc｝　，サシスクリット語彙の持つ意義，音韻はそのままカウィ語にも保たれている♂ユ4）
　III．　カウィ語においてサンスクリットの占める多数の語彙は，それらの語彙を語幹としてカ
ウィ語の文法に従わせ（即ち，接頭，接中，接尾辞を附して）名詞化，勤詞化することになる
が，この場合は単なる借用語の問題にしか過ぎない。しかしながらこれとは別にサンスクリット
の文法要素をもカウィ語の中に取込んだ形で現われる場合がある。それはあたかも日本語の中に
漢語の語彙のみならず文法形態をも借用した方法を思わせる。〈15）語法までも取入れたことには，
それなりの丈体論的な配慮のあったことが予懇され，サンスクリットの持つ統辞法の簡潔さによ
って表現に一煽の効果を与えようとしたともいえるであろう。以下本稿ではそのような現象を取
上げようとするのである。
　　　　　　　レンジヨウ
　1・Sandhi〈連声〉。カウィ語における連声の方法はサンスクリットの規網を凡て含むのでは
ない。即ち以下に示すような母音間の場合にのみ起るのであって（但し，サンスクリット由来の
否定を表わす接頭辞nir一が次に来る子音によってn三s－，　nig－，岡じくdur一がdus－，　duh一とな
り，又，存在を表わす接頭辞as一がag一となるような僅かの例が伝わっているが，これらはそ
のような連声をした形のままでサンスクリットから伝わったのでカウィ語で活用される連声とは
いえない）サンスクリット起原の語彙闇のみならずカウィ語本来の語彙の聞にも及んでいる。カ
ゥ’t語文法ではsandh三da圭am〈内連声〉（語幹に接頭，接尾辞がつく場合），　sandhi　luar〈外連
声〉（二語の連結の場合）とサンスクリット文法に倣って分けているけれども，その連声の起り
方は同じである。
　1・a÷a，a＋A，　a＋a，　a＋a＞a。
　saiawas　niran（＜nira－an）s圭niwi（X．19）〈永遠に彼1ま尊敬される〉
　同じく，圭十i，三十i，i十三，玉十1〉三．
　　　　　u十u，u十看，雪十Ut　u十ti＞9
　　i三・　a十益＞a，　　i÷6＞i，　　u十益＞u，　　6十益＞6．
　rEngδn（〈reng6－6n）三ke　wuwus　mami（X．35）〈私の雷葉を謝かれよ〉
　童ii．　a－1－U＞0，　a十i＞e．
　molar（くma－ujar）ta　sang　prabhu（X．22）〈王は語られた＞
　iv．　U，　O，6がそれ以外の母音（るを除く）の前でWとなる。
　ya　tangalilirana　kadatwan（くka－datu－an）haji（X．29）〈彼が王国を継ぐであろう＞
　v．iがそれ以外の母音（6を除く）の前でyとなる。
　kadi　swabhawa　ning　angunyak6n　wedamantra（X．21）〈ヴェーダの祈呪を唱える行為のよう
　に＞
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　これらの母音にしか起らない連葺がサンスクリットの連声方法を借用したものなのかどうか今
それを詳らかにすることはできない。但し，カウィ語において語末の一nが次に来る語頭音k一
の前で一ngに変化することが多いのは，サンスクリットにはない連声の例である。
　kaw芭dihangku（〈ka－w6dih－an－ku）〈私の怖れ＞
　2．Affixation〈接辞化〉。サンスクリットの動詞語根に附される接頭辞及び名詞と共に用い
られる接尾辞の多くがカウィ語にも流用されている。
　i，upa一くに向って〉〈upa－。カウィ語upama〈例〉はサンスクリットからそのまま借用した
ものであるが（〈upa－1／ma測る），カウィ語に取容れた例としてupapira（〈upa－pira〈幾程〉）
〈払う〉がある。（16）又，カウィ語で活用したサンスクリット借用語として，
　inupar6ngga（17）ring　nadl　guci　nirma1a（X．19）〈2欝浄な川で飾られて〉
　三i．nir－nis－，　nig－；dur－，　dus－，　dug－，　duh一く否定接頭辞〉〈夫々該当のサンスクリットか
ら。これらの接頭辞はサンスクリットの語彙と共に複合した形で借用されている場合が多い。
　anguyup　ta　s呈ra　wwe　ning　samudra　asat　nirawageSa（18）（VL　32）〈彼は海水を干上って残り
　がなくなるまで飲んだ＞　　　　　　　　　　　　　　　　4
　但し，カウィ語と共用されたnirdon〈方向のない→無駄に〉（19）の如き例が存在する。とはい
え，カウィ語本来の語彙に対して用いられることは稀で，その場舎ta－，　tar－，　tall一というカウ
ィ語独臼の否定辞をもってする。
　syapa　ngaran　ira　mpu　sang　tamoiah（くta－ma－ulah〈動かない〉）ikeng　patapa　ngke（X．22）
　〈この庵に住んでいるお方は誰か＞
　tarpamangan（〈tar－pa－pangan）sadakala（V．5）くずっと食べない＞
　iii．　pari一くの圓りに〉〈腿ri－。サンスクリットのままの複合形を活用した｛列として，
　kari　tang　rare　pinariwrtta（2°）ning　manuk（X．27）くその赤坊は留り，小鳥に取闘まれた〉
　の他に，parikas（21）〈至極硬い〉の如くカウィ語のkas〈硬さ〉に附く場合もある。
　iv．　pra《の前に〉くpra－。サンスクリットの複合形も多い。健えば，
　tan　hana　wruh　i　pracarangku（22）（X．36）〈私の行い　（←道）を知っているものはいない＞
　pra一がカウィ語に附いた例も次の如く見出される。
　ya　mamatuk　hayuyu　mragagah（〈pra－gagah）（23）mag6ng＜彼が強くて大きい蟹を突刺した＞
　prapafica　pracacah（2のpa批a〈プラパンチャ（人名）は（即ち情熱は）友入に対して陶けられ
　た＞
　cacahはく切片〉のことでありその用例は多い。その他amrakatak（くa－pra－katak？）（25）〈荒
々しく扱う〉はkatakの他の用例に行当らないけれども（又，現代ジャワ語にもこの語に対応す
る欝葉がない），カウィ語自体にはpra一という接頭辞がないことから恐らく早くに廃れたカウィ
語語彙であったと愚われる。
　v．abhi一くに憩って〉〈abhi－。サンスクリット複合語の文例。
　sahasamangan　abhiprayanya（26）＜彼の意図は凡てのものを食べる（←持つ）ことだ＞
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　カゥィ語に附加された例はabhikutak’〈呼趨す〉（2？）がある。但し，　ku£akにっいても上例と岡
様に飽の用法が見当らず，現代ジャワ語に比定し得る語も見出せない。
　vi．　SU一く美称を蓑わす接頭辞〉＜SU－。サンスクリッ1・と共に用いられた例。
　sut1r施a（28）wenya　mah6ning（X．19）〈溝浄な水〉
　カウィ語にも適用せられた例。
　ikanang　xanu　masurawayan（くma－su－－raway－an）lawan　tas1kく29）＜梅に浸姦れるその湖＞
　raway〈垂れる〉はsu一を伴わず欄いられる場合も多い。
　vi三．その他swa一く自身〉くsva－，　sarwa－　・〈凡ての〉〈sarva5sa熱《共に〉＜sam一等々はサ
ンスクリットから複合形そのままの形で借矯された網は存在するが，カウィ語にそれが罵いられ
た例は見当らないQ
　次に接羅辞に関しても，サンスクリットから原形のまま借周された語が凡てを占め，カウィ語
に附けられた佛は存在しない。例えば一wan，－wati，－man，－in〈所有を表わす接尾辞〉鶴など
の他，廠a〈縮少又，意味を弱める意を表わす接羅辞〉（31＞が菟られるが，いずれにせよカウ．t語
の中で生きて使われた接尾辞ではない。
　3．男性名詞の女性名詞化。カウィ語は晶詞に性を持たない欝語であるけれども，場合によっ
ては職名，地位などにその区別をする必要が出てくる。しかしサンスクリットのように謝逡変化に
よってそれを示すのではなくて，その必要があればく女牲の～〉という語を付して示すのがマラ
イ・ポリネシア語族に共通の始原的な方法であった。（32＞サンスクリット起原のカウィ語に冤られ
る女性名詞形成法は次のように現われるが，いずれもサンスクリット語彙についてのみである。
　i・－a：畷。Menaka：Menaka（X．24）くメナカ（女性名），　priya：priya（33）〈恋入＞
　ii．－a：－i。widyadhara：wid舞dhariこ34）（X．22）〈天女〉，　ora　saputra（X．39）＜窓分の息子
ではない〉：putri（35）〈患女＞
　iii．－i：－1。　swami（X．34）〈夫〉：swaml（X．40）c3E＞〈妻＞
　4．接続詞，前麗詞，副講の類の借用。サンスクリットのca〈そして〉，　sahaくと共に〉，
ati〈（十副詞，形容講）非常に〉，　aty－anta〈葬常に〉等がカウィ語にも借用されている。又，カ
ウィ語にはサンスクリットの如き格変化が存在しないから，侮えばサンスクリットではsahaの
後で起る格支配の問題など金く存在しない。
　wruh　ring　inggitacestyakEra（37＞（V【匪．16）＜意向と希望とを知る＞
　pinanigrahana　ta　sira　saha　widhiwidhana（V．12）〈必要な儀式を執行って彼は結婚させられ
　た＞
　hana　ta　prEsEda　atigaya　ruhurnya（慣．8）〈その高さが異常な（位高い）塔があった＞
　atyanta　kenoh　ning　ulah　sang　n｝gini（V．i8）〈雌龍よ，（お前の）行いの何と適わしいこと
　よ＞
　atyanta　ramya　nik2　dening　sarwa　kusuma（X．20）〈凡ての花で（飾られて）葬常に美しい〉
　罫ノ．以kのようにサンスクリットの音韻，語法が比較的そのままの機能でカウィ語にも受容れ
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られているにも拘らず，もともと二種の系統の異った言語の接触によって引起された結果とし
て，カウィ語におけるサンスクリット文法の誤用或いはカウィ語化が見られる。例えば，サンス
クリットの接頭辞aはく否定〉を意味し，㈱）そのままの機能を持ってサンスクリットの複含語
と共にカウa語にもはいってはいる。
　aneka（38）＜種々の＞
　asambhawa（39）〈不合理な〉
　しかし一方でマライ・ポリネシア語族を遜じて存在する語幹についてそれを動綱化（形容詞化）
する接頭辞＊（m）a－（40＞，カウィ語ではa－，ma一で現われる接頭辞がサンスクリットのa一と混
岡され，サンスクリット起原であるにも拘らず，逆に名詞化する目的でそのa一を落してしまう
現象が，発られる。（謂ゆるmetanalysis〈異分析〉の1現象。）
　am6rta（41）→m6rta〈甘露〉となる如く。
　又，次の例のようにa－十サンスクリット語彙におけるa一を上記のカウィ語的な用法によっ
て活用している。
　tan　hana　slre　mpu⑳asa，盆sepi　tang誼grama－・an・n　ta　sira甑paゆ垂yneng　hayu，kadi
　widyadhari　manurttn　asw礁ata（42）（X．21，22）〈隠者は罎らずその庵は鵠がだハた……まる
　で天女が歓迎するために天下りしたかのような申し分なく美しい女性を彼は髭た＞
　amalal｛u　aswRmi　uttama（XVI．　p．57）＜最良の灘を馨ることを乞う＞
　sRjfia　haji（43）（X．22）＜｝楊下のお考と一致して（単に高貴の人に対する呼掛けの言葉として罵
　いる）＞
　tan　hana　kurang　ing　laksana，　um首ntyalcE，n　sagri（44）maharaja　rUpanya（X．39）＜（彼は三Eと
　しての）振舞において不足しているものとてなく，王の凡ての夕富をも失わせる程だ〉
　カウィ語のa一とサンスクリットのa一とは文輩の内容を幾く吟殊して意味的弁別を行わなけ
ればならない。このカウィ語のa一について，サンスクi］ットの語頭の二重子斎連続を避けるた
めに二音簸に引離す方法としてanaptyxis〈剃帝発生〉と見る説もあるが，（45）a一の用網からい
っても又サンスク弓ットの語頭に二重子音を持つ語彙に文重する現れ方からいってもそのように考
えるべきではない。
　次に，サンスクリットの接頭辞sa一についても同様の問題がある。　sa一は〈結合，所有，共
通，類似〉等を示す概念を持つのに対し，一方，カウィ語にも接頭辞sa一があり，マライ・ポ
リネシア語族においてその共逓祖語を3概’aと推定され得る〈一〉を表わす語に幽来する。㈹カウ
ィ語のsa一においては〈一〉の意味の他〈一つにまとまったこと→凡て，全～〉の如きく全体〉
を示す意味ともなり，サンスクリットのsa－（÷名詞くと共に，を従えて，と同じものを持っ
て〉）とは意味的な対立がある。この両者の区男IJは文章に従って行わなければならない揚合も多
く，
　bhagawan　Byasa　sira　pinal〈amanggaia　sabvaga　riRg　sabha（櫃．12）〈ビヤサ仙は指擁者とし
　てその集まりにおける据に従った〉又はくビヤサ仙はその集まりにおける凡ての軸の指揮者と
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　なった〉
　の例の如く，両方に意味が取れる場合もあるが，この区別が明らかである例も無論存在する。
　前二例はサンスクリット，後～例はカウィ語の用法。（47）　　　　　　　　　　　－
　t’agawe　ko　sukamanggala　saparikrama　n亙ng　wiwitha（XV．　P、47）＜結婚塞と慕に喜悦幸禰
　の儀式を行え＞
　masd§璽acara（48）（XV．　p．53）＜近づき（ながら）進む＞
　asing§逃鯉塑鯉鉦49）parananya（XVI．　p．61）くその方角が（訪れられ得る）各々の凡エ墾
醒＞
　V．最後に語顎にっいて考察して見よう。サンスクリットにおいては，各語の持つ格変化によ
って各語の機能が明示されるから，厳密な惹味での語順というものは存在しない。しかし修飾
語，被修飾語の関係においては修飾語が被修飾語の蔚に置かれるのが一般的な原期であって，カ
ウィ藷の修飾語が被修飾語の後に来る形式とは異っている。カウィ語文法では筋者をくMDの規
則〉，後者を〈DMの規劉〉と称え，（5e）サンスクリットの影響を多護に亙って受けているカウィ
語にはこの両規鋼が並存する。まず，＜MD＞に従うサンスクリットからの借用語彙として，
　ut雛malanma〔51）ta　kari　klta　sang綴pi垣（X．29）＜女隠者よ，汝こそ高貴の生まれ（の人）で
　　Lゴ
　ある〉
　に対してくDM＞の例は次のようになる。
　夏dy盗nung　Pras懐wa　ning　m◎hlta　ka（薮malupeng　janmottama　kita（52＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全＿｛
　〈汝が高貴の生まれであることを忘れたような困惑の原因は何か〉
　このようなくDM＞の例は，たとえ語彙はサンスクリット由来であっても，その文法形式はカ
ウィ語に従わせたのである。しかし一方においてカゥィ語本来の語彙を〈MD＞に則って表現し
た例も存在する。
　96ng　krodha（53＞（1風21／X．92）＜非常に（大いに）怒る＞
　　Lゴ
　次に上に述べた顛き例を若干示す。
　minantra　nira　taya　waidya　sarpaw三sosadha（54＞（～男L　11）＜彼は虹嚢型（を罵いて）睨交をかけ
　　　　　　　　　　　　　　　　1一
　られた＞
　sira　ta　wruh　ring　mantrosadha　sarpabisa（、翫8）＜彼は蛇毒蝿を知っている＞
　　　　　　　　　　　N
　yatanytin　wehana　mas　mani　rajayogya（55）（懸．8）〈最高に素晴しい（←王の持つに桐爾しい）
　　　　　　　　　　　　　　　1一
　金，宝石が与えられるよう＞
　yogya　ta　kita　biRihajyangku（X。29）〈汝が私の后となることは適当だ〉
　　　　　　　－M
　この澱後の例ではb三ni〈女，妻〉，　haji〈王〉が二語ともカウィ語塞来の語彙であり，くDM
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IO4
の規則〉にも従っている。サンスクリットによって影響されない最もカゥィ語的な姿を保った例
といえる。
　さて，上に見てきたようにカウィ語におけるサンスクリット要素の出現は多方面に亙る。しか
しそれが語彙衝での借用にのみ終って形態面では殆んど大きな影響をもたらさなかったことは，
その独自の文学上の雄大なスケールとも裏腹をなす点であろう。その作錨は殆んどのジャンルに
亙るインド起原のものが多いけれども，単なる麟訳として伝えたのではない。更にカウィ人自身
の手になる大著Nagara疑r£agama（西暦1365年，　Prapantjaの1乍），　Nitisastra（Madjapahit王
国末期，15揖紀末頃）Pararaton（同じ頃）等も注Nすべき作轟であり，文学史上からもカウィ
文学が再確認されなければならないと思われる所以である。
註
｛1）カウィ語即ち古代ジャワ語ではなく，カウK語は古代ジャワの詩入によって囲いられた言語であって
　古代ジャワ語の…一部分をなすに遍ぎない（LG．K．Ranuh：9akuntala　I，S三ngaradja，　P．3）という意
　見もあるが，本稿では通称に従う。Kaw三はサンスクリットのkavi一く詩入〉に由来する。この名称が後
　述するようにカウィ藷に対する誤解を生ぜしめた酒もある。
②　G．Coed邑s：Les　inscriptions　Malaises　de　Grivijaya．　BEFEO　30，1930，　P．33～37・
｛3）R．M．Ng．　Poerbatjaraka＆Tardjan　Hadidlaja二Kepustakaan　I）jawa，1）jakarta，1957．爾，カウィ
　語にはRamayanaは韻文形式で，　Ma聴b臆rataは散文形式で伝えられているが，サンスクリットの直
　訳そのままではなく，幾多の改作，改訳が晃られ，形式も内容も異にする部分が多い。
（4｝　Prijohutomo：Sedjarah　Kebudajaan　Inδonesia　H，　Djakarta，　1953，　P．17．　Prijohutomo　e・＃，9■tfに．
　例を掲げてはいないが，申国側の最古の資料として後漢書拳6本紀，巻11晒南夷伝に見える「葉調王
　便」をYawadwlpa（ジャワの古名）IiE　Warmanと解釈するPelliotなどの説に従っているのであろ
　う。年代は永建6年（礪暦131年）のことである。
㈲　李長伝：南洋史綱要。今井啓～訳：南洋史入門，東京，昭和17年，138頁。
（6｝サンスクリットのv一は，カウィ藷で凡てw一と書かれる。又，vy一はby一と書かれる。
（7｝以下本稿の弓開例は，蒋に註記するもの以外，凡てMahabharataの第1部Adiparwaからのもので
　ある。カウィ語のMahabharataはK6diri懸王Darmawanggaの勅命1こより990～1006年に成ったと
　いわれる。本稿で絹いるAdiparwaは1906年のH．｝｛Juynbo11校訂本に基くインドネシァ政府文化教
　育雀Jogjakarta言語部会ホである。1958年刊二冊。　VoL　1については章，鋪の区分けがあるから（1，
　1）の如く，Vo1．2は章のみで節分けがないので（XIII，　P．1）の如く示す。
（8）sayutaはsa－ayutaのSandhi（後述）でsa一はく一〉のこと。
（g）W．von　Humboldt：Uber　die　Kawisprache　H，　Ber1in，1838．
（10｝携えぱ，T．S．　Raffles：The　History　of　Java　VoL　I，London，1817，　P。367．彼によれば，カウィ
　語，パーリ譜はサンスクリットから崩れて出来た言語であるとしている。
（11｝この例中のように帯気音を無気音に代えるのもそうだが，サンスクリット語彙をKンドネシァ語風に
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　変化させた例も存在する。tetapi，　thpiぐ然し〉くtathapiはtetapiのte一を語頭音璽複とみなしてtapi
　をも生ぜしめ，pertama〈第一の〉〈prathama一は接頭辞per一への類推によるもの，等々。
勧Karana〈理由〉もNgoko，　Kramaとも使用する。これはサンスクリットKarana一より。
⑬現代ジャワ語の敬語表現の中にはもう一つMadya〈申級語，対等語〉がある。いずれにせよカウィ藷
　には見られなかった現象であり，カウィ語と現代ジャワ語との問の大きな断裂といって良い。しかしカ
　ウィ認においてこの例のようにguha，　gihaの二形がAblautung〈母音交替の現象〉として現われて
、いることは，現代の敬語発生解明への何らかの手掛りとなるかも知れない。
（141サンスクリットの持つ意義が現代ジャワ語において変化した例としてNg．　merga：Kr．　mergi〈道，
　　　　ワケ
　方法，訳〉がある。サンスクリットのmrga－〈動物，鹿〉の意からく（動物の通る）道〉へと変化した。
　倶し，カウィ語のmrgaの意味はサンスクリットのままである。
幟　「不死の」「不可」「弗常な」のような否定形，r脱幅」のような動調十躍的語形はいずれも漢語的
　な文法形態を倦堀したもの。
㈱Wangbang　Wideha，　L　28．
（17］　サンスクリットupa．．ranga＿〈色〉より。
〈18）サンスクリットnir－ava－一／61s〈残りなく〉より。
（19｝Sutasoma．
鶴　サンスクリットpari－－y！vrt〈廻らす〉より。
（21）Bhomakawya，　LXXIII．17．
⑳サンスクリットpra－／car〈進む〉よP。
鰯　REimayana，　XXV．58．　mra一はpra一の音韻変化で名詞を動罰化（形容調化）する機能がある。爾，
　gagahは現代ジャワ語でgagah（Ng．　Kτ，）〈強い〉。又，カウィ語にもanggagah〈撫抗する〉（B紘一
　ratayuddha，　XXVI王．2．の例がある。
偉41Nagarakrtagama，96．1．1の問題のある文章に対しては，　Th．　P玉geaud：Java　in　the　14th　century
　－The　Nagara－K益r樋gama　by　Rakawi，　Vol．　IV，　The薮ague，1960，　pp．339～340の解釈に従う。故
　1ここのN．の著薯名Praひa配aには〈情熱〉の意がかけられてあり（カウィ語ではサンスクリットの意味
　〈拡大〉では罵いられない），paficaをkafica（現代ジャワ謁kantja（Ng・　Kr．）〈友入〉）とみなす。
鋤　R議m盃yana，　XXIV．130・
飼　サンスク「」ットab類一prε（γ／i）〈意躍する〉より。
伽　Smaradahana，　XXL　4・
⑳　サンスクリットSU－tirtha－　〈神聖な水浴場〉より。カウィ語ではサンスクリットのtlrtha－〈道，浅
　瀬，水浴場〉をく周，水〉の意味で胴いる。又，この文例ではsutirtha一と全く聞意のことを更にヵウ
　ィ語で繰返している。このような文体をカウィ語文法では．910kaと名附けるb
鵬　NEgarakrtagama，22．2．
鱒　Himaw：nplida（X．19）〈雪（を有する）山の麓〉，　talaga　Kumudawati（Tantri　Kきmandaka，C4e〕．
　p．112）〈赤蓮（を有する）湖〉，Hastina　pura（X．38）〈手（を有する）君の国→象困〉。これらはい
　ずれもサンスクVットの一man，－vati，－inを由来的に舎む。但し，サンスク1）ットの一vat（男性名調
　を作る）：－vatミ（女挫名講を作る）の憂ζ溺は，カウィ語において一wan：－watiとして現われ（カウィ護
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　では酪調の性の区別は導在しない。形の上だけのことである），現代インドネシア語にこの撞羅辞が受継
　がれて職業における性の区別をするのに瑞いられている。sukarelawan〈義勇兵〉：～wati〈女～〉，
　hartawa薮百万畏者〉：～wati〈女～〉等・it。
翻　raksaka（X．42）〈疵護考〉
（32｝現幾インドネシア議で，例えばanak　lalci－laki〈男の子〉；anak　perempuan〈女の子〉。但し，この
　他に以懲こ述べるサンスクリット由来の譲末母欝交替による方法を取る語も存在する，pemuda〈蓋者〉
　：pemudi〈女の～〉，　plontjo〈新入生〉：plontji〈女の～〉等々。
鰯　サンスクリットpriya－〈愛しい〉より。
剛　サンスクリットvldy記hara《妖精〉より。
駒　サンスクリットputra－〈患子〉より。
岡　サンスクリットsvam三n－〈主入，夫〉にsvamiは由来する。カウィ言醤においてこの語来の一iを一i
　にして女性名詞化する現象はii．のanalogy〈類推〉であろう。総，現代インドネシア語には一1の形
　は伝わらず，swami〈夫〉：isteri〈妻〉となる。
（37）　サンスクリットingta－ca－isti（く1／is）－akara（＜a－1／kr）一より。
鰯　サンスクリットan－eka《一つでない〉より。
鮒　R燃mきyana，亙H．51．サンスクリットa－sa獄一bhava（＜｝／bhu）一〈共に行かない〉より。
1‘餅　世界雪語概説，東京，昭租33年，1050頁。同じく，S．T．Alisjahbana：Dari　Perdjuangan　clan　per＿
　tumbuhan　Bahasa　Indonesia，　Djakarta，1957，　pp．129～．
〈41／｝又はamrtaと綴る。サンスクリットa－mrta（〈V／mr）一く不死〉より。億し，カウィ語ではこのよう
　なmetanaiysisはまだあまり見られない。現代バリ語でminta　merta〈或るもの（例えば食物）を求め
　る〉。又，貌代ジャワ語のgeni（Ng．）〈火〉はサンスクリットのagni一く火〉のmetanalysisによる。
働　サンスクリットSva－gata（〈／ga磁）一く嵐らに謡す〉より。
禰サンスクリットsa－－1／jfia〈知る〉より。サンスクリットでa－V／lh議はく知らない〉の意味。　sa一につ
　いては後述。
圓　サンスクリットの部分はsa－a－－griのgrl〈光輝〉。サンスクリットでa－griはく光輝のない，不幸
　な〉の意。
圃　1．G．K．Ranuh；gakuntala　I，Singaradja，　p。28．即ちこの人によるとjfiitはaj－fiaと音締を切る
　ためにa一を発音上から附ける。
㈹　泉井久之助：比較誘語学研究ぜ阪，昭飛】24年，63頁以下。
｛鋤　爾，註働はサンスクリット，鴎はカウィ語の爾。
（姻　サンスクリットsa－upa－cara（〈1／car）一く近づく〉より。
鰯　参照註幽。カウィ語のsambhawa　にはサンスクリットと岡じ意味く共1こ行く〉の他，〈場藤〉の意
　がある。
剛　即ち，Jang　menerangkan　didepan，　jang　diterangkan　dibelakang・〈説明するものは髄に，説明され
　るものは後に〉及びJang繧iterangkan　didepan，　jang　menerangkan　dibelakang．くその逆〉。
C51）サンスクリットut－tarna－janman〈高貴の生まれ〉より。
働　RamEyana，　XV．37．カウィ議式のsandhiを行ったjanma－uttamaより。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1◎7
幽　96ng〈大きな〉はカウィ語。一方でatyanta　krodhanya（〈V！krudh〈怒る〉）（XV．　P．44）という
　サンスクリット語彙のみによる表現も見られ，この表現形式をなぞったのかも知れない。現代インドネ
　シア語のsangat　marah〈非常に．怒る〉もくMD＞であってmarah　sekali〈同意〉のくDM＞とは異
　るが，前者はカウィ語のこのような影響によるのであろう。
鯛　サンスクリットsarpa－visa－Qsadh圭一〈蛇毒の薬草〉
鯛　サンスクリットraja－yogya－　〈王に相応する〉より。
（補1）　サンスクリットのa－・は動詞のaugment（不定過去，　aor三st，条件法）の接頭辞としても用いら
　れる。しかし厳密な意味でのtenseが存在しないカウィ語においてこの場合のa一は問題とならない。
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